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ハイライト 
– 複数のデータベースやビッグデータ・リポジトリーを、個別

でも一括でも照会できます 
 
– アクセス制御とガバナンスを一元管理できます 
 
– 世界中に分散した多数のデータベースでも、1 つのデータ

ベースのように見せることができます 
 
– 拡張が容易で高性能なプラットフォームにより、データ・ア

ナリティクスを簡素化できます 
 
 
 
 
背景 
データはいたるところにあり、今日の世界におけるほとんどの

ビジネスはデータ・ドリブンで進められています。ビジネスで

は、規模も多様性も増大の一途をたどるデータ・ソースから

データを収集、分析しながら、事業を運営しており、そうした

データ・ソースはおそらく数百万にも達します。そのような

データを一元的に収集、管理、保管、処理、分析する上での複

雑さやコスト、時間、およびエラーのリスクは、指数関数的に

増大しています。同時に、すべてのデータの源であるデータ

ベースやリポジトリーは、豊富な処理機能やデータ・ストレー

ジ機能が備わり、より高性能になってきています。 
 
データ仮想化の概要 
IBM® Cloud™ Pak for Data (旧称 IBM Cloud Private for Data)に
おけるデータ仮想化は、こうしたすべてのデータ・ソースを、

コンステレーションと呼ばれる、データ・ソースやデータベー

スの単一の自己バランス型のコレクションへと結びつける、独

自の新技術です。図 1 をご覧ください。データを中央の保管場

所にコピーおよび保管の上、そこでアナリティクスや照会を実

行するようなことは、もはや必要ありません。アナリティク

ス・アプリケーションが送信した照会は、当該データ・ソース

が存在するサーバー上で処理されます。照会結果はコンステ

レーション内で統合され、元のアプリケーションに返されます。

データは、コピーされることなく、元のデータ・ソースのみに

存在します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1: Cloud Pak for Data におけるデータ仮想化 
 
 
 

データ仮想化の働き 
アプリケーションは、あたかも単一の IBM Db2®データベース

に接続しているかのように、IBM Data Virtualization に接続しま

す。接続したアプリケーションは、まるで単一のデータ・ソー

ス・データベースに対して照会を実行しているかのように、シ

ステムに対して照会を送信できます。扱われたすべてのデー

タ・ソースのうち照会に適合するデータを持つものが協働して

ワークロードを分類、計算します。 
 
価値ある機能 
IBM Data Virtualization には、企業が自社のデータをより効果的

に処理できるようにするための重要な機能が数多くあります。 
 
協調的なコンピューティング 
あらゆるデータ・ソースの処理能力を利用し、それぞれのデー

タ・ソースに物理的に保管されているデータにアクセスするこ

とで、データ移動やコピーにかかる待ち時間が発生しません。

さらに、すべてのリポジトリー・データにリアルタイムでアク

セスできる上、ガバナンスやデータの誤りといった問題が事実

上排除されます。データ・ストレージの抽出/変換/ロード(ETL)
や複製の必要もないため、処理時間が短縮されます。この処理

により、意思決定アプリケーションやアナリストに、既存の方

式に比べてより迅速で信頼性の高い、リアルタイムの洞察がも

たらされます。また、既存方式に対する高度な補完性も維持し

ているため、履歴、アーカイブ、法令順守といった目的で一部

のデータのコピーや移動が引き続き必要な場合でも、既存方式

と容易に共存できます。 
 
スキーマ・フォールディング 
分散データ・システムにおける一般的なシナリオでは、多数の

データベースが共通スキーマ下でデータを保管します。例えば、

テナント・グループごと、あるいは地域ごとの販売データやト

ランザクション・データが保管されているデータベースが複数

存在している場合があります。IBM Data Virtualization は、シス

テム間で共通のスキーマを自動的に検出し、これをデータ仮想

化で単一のスキーマとして見えるようにします。これが、ス

キーマ・フォールディングと呼ばれる処理です。例えば、20
個のデータベースそれぞれに存在する SALES 表を、1 つの

SALES 表として表示でき、構造化照会言語(SQL)を通じて 1 つ

の仮想テーブルとして照会できます。 
 
シンプルなビュー結合ツール 
図 2 に示すように、明快なインライン・ツールにより、さまざ

まな種類の、多くの場合地理的にも分散しているデータベース

群を跨いで、テーブル・ビューを定義できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2: 直感的なインターフェースによりテーブル・ビューを簡単に結
合
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セキュリティー 
コンステレーション内の通信もアプリケーションに戻される

通信もすべて、セキュリティー性の高い、堅牢かつ高性能な

IBM テクノロジー、Secure Sockets Layerr (SSL)、および

Transport Layer Security (TLS)暗号化によって、標準プロトコル

を使用して暗号化されます。 
 
対応しているプラットフォーム 
IBM Data Virtualization は、アプリケーションからは、単一の

Db2 データベース・インスタンスのように見えます。そのため、

一般に広く使用されている Db2 接続のクライアントやアプリ

ケーションを IBM Data Virtualization に接続して、変更せずに

機能させることができます。これは、照会の対象となるデー

タ・ソースのコレクションに、次のような多様な種類のデー

タ・ソースが混在している場合でも可能です。 
 
– PostgreSQL 
– Oracle 
– Netezza® 
– Microsoft SQL Server 
 
IBM Data Virtualization テクノロジーによって、あらゆる SQL
方言との変換が行われます。したがって、ご使用のアプリケー

ションでは、SQL、プロシージャー型言語/SQL (PL/SQL)、お

よび SQL PL を、あたかもそれらが Db2 データベースに対して

直接機能するかのように自由にコーディングできます。ター

ゲット・データ・システムがその構文をサポートしているかど

うかを判断する必要はありません。いかなる変更もアップグ

レードも必要なく IBM Data Virtualization に接続できる、一般

的なツールとしては、次のようなものがあります。 
 
– IBM Cognos® Business Intelligence (BI)ソフトウェア 
– Tableau 
– MicroStrategy 
– Looker 
– Plotly 
– R 
– Jupyter 
アプリケーションの接続先となるデータ仮想化サービス・ノー

ドは、Cloud Pak for Data 内のマイクロサービスです。 
 
  

Apache Hive IBM Informix® データベース・

サーバー 

Cloudera Impala MariaDB 

Db2 ソフトウェア MySQL 

IBM Db2 Big SQL Netezza 

IBM Db2 Event Store Oracle 

DerbyDB PostgreSQL 

Excel およびコンマ区切り値

(CSV)ファイル 
SQL Server 

Hortonworks Data Platform (HDP)
と Apache Hive 

 

 
表 1: サポートされているデータ・ソース 
 
現在サポートされているデータ・ソースです。今後のリリース

で、新たなデータ・ソースが追加される予定です。 

最小ハードウェア要件 
Cloud Pak for Data におけるデータ仮想化には、以下の構成が必

要です。 
– 16 (v)コアのプロセッサー 
– 少なくとも64GBの物理ランダム・アクセス・メモリー(RAM) 
– 200GB のディスク・スペース(推奨) 
 
IBM Data Virtualization の一般的なシナリオ 
IBM Data Virtualization は、データやアナリティクスの結果に時

間的制約のある、高度に分散されたデータ・セットを対象とす

るアナリティクスに適しています。また、そうした特定のデー

タ・セットに対してアナリティクスが一回限りの操作になる可

能性がある場合にも効果的です。 
さらに、一部のデータ・ソースからのバッチ・コピーの待ち時

間が、アナリティクス結果に求められるビジネス上のニーズを

上回っているようなシナリオにも適用できます。 
 
多くの組織では、データを複製して新しいデータ・リポジト

リーを作成することで、アナリティクスに求められる業務部門

(LOB)のニーズを満たしています。このプロセスの場合、物理

資産を構成し、リポジトリーに対してデータをロードしたり変

換したりするための新規 ETL を作成し維持することが必要に

なります。LOB でやっと使えるようになった時には、既にそ

のデータは古くなっている、ということがよくあります。 
 
多くの IT 組織にとって、既存のアプローチでは限界に近づき

つつあります。データ・ソースの数や多様性が増し、アナリティ

クスに対するニーズも高まる中で、このアプローチはもはやス

ケーラブルとはいえません。IBM Data Virtualization なら、IT
組織の生産性を向上させ、LOB から企業全体のデータにアク

セスできるスケーラブルなアプローチを提供できます。 
 
多くの場合、データ(例えば個人情報など)のコピーや移動には

ポリシー上の問題や法的な問題が絡みます。こうした制約事項

は、ターゲット層の分析結果を必要とするビジネスの妨げとな

りかねません。IBM Data Virtualization なら、保護データをデー

タ・ソースに残したまま、ターゲット層の照会結果だけを返す

ことができるため、こうした問題を解消できます。 
 
今日、データ・サイエンティストがアナリティクスによって仮

定を検証するには、事前に、データレイクを作成し、関心のあ

るデータ・ソースからデータをコピーし、そのデータを統合し

なければなりません。IBM Data Virtualization なら、データレイ

クの必要性はありません。データ・サイエンティストは、IBM 
Watson® Studio のようなツールを直接データ・ソースにつなぐ

だけで、仮説の検証に必要なデータを統合できます。 
 
鍵となる分析プロジェクトに俊敏性をもたらす 
IBM Data Virtualization を利用すれば、実用的な統一データを、

必要な時に、必要な方法で、また分析上のニーズを満たすス

ピードで簡単に獲得できます。この技術は、統合のスピードな

らびにパフォーマンスの向上や、変化の絶えないビジネス・

ニーズへの適応を支援する意思決定の改善につながります。 
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Cloud Pak for Data で IBM Data Virtualization を利用することで、

次のような、広範囲の主要なイニシアチブに対応できます。 
 
– SoE(Systems of Engagement)の構築をより迅速かつ簡単に行

うためのモダナイゼーション 
– ビジネスの即時的なニーズを満たすリアルタイム・アナリ

ティクス 
– 組織データにアクセスするためのコストと複雑さを軽減す

るための最適化 
 
IBM Data Virtualization が可能にするセルフサービス BI。仮

想的で再利用可能なデータ資産によって、ビジネスで使いやす

いデータ表現が提供されるため、ユーザーは、物理データ層や

データがどこに保管されているのかといった複雑なことにつ

いての知識がなくても、データと対話できるようになります。

また、複数の BI ツールやレポート・ツールで、データ仮想化

層からデータを取得できるようにもなります。 
 
IBM Data Virtualization が提供する、統一された 360 度の

ビュー。仮想化されたデータ資産によって、完全なデータ・

ビューがリアルタイムで提供されます。仮想データ層が、組織

データに対するユーザーの理解力や活用力を高める、統一され

たビジネス情報の統合ビューとして機能します。 
 
IBM Data Virtualization が提供する、俊敏性の高いサービス

指向アーキテクチャー(SOA)によるデータ・サービス。データ

仮想化層は、SOA アプリケーションにデータサービス層を提

供します。基礎となるソースに触れる必要がなく、データ・ア

クセス・ロジックをカプセル化するオートディスカバリーおよ

びメタデータ・マッピングにより、仮想資産の作成を高速化し

ます。 
また、データ仮想化により、複数のビジネス・サービスで中央

の場所からデータを取得できるようになるとともに、ビジネ

ス・サービスと物理データ・ソース間の疎結合が提供されます。 
 
IBM Data Virtualization による情報制御面の向上。一元管理

型のアクセス制御を通じてデータ品質が向上し、堅牢なセキュ

リティー・インフラストラクチャーが提供されるとともに、物

理的なデータ・コピーの削減によりリスクが減少します。組織

のデータ・ストアや、各種データ・ソース内のデータ間の関係

がメタデータ・リポジトリーに登録されるため、透過性と可視

性が生まれます。 
 
まとめ : 意思決定の方法を変革し、意思決定を迅速化 
Cloud Pak for Data におけるデータ仮想化は、以下を模索してい

る企業にとって理想的です。 
 
– 収益性、成長、リスク軽減 
– 俊敏性と生産性の劇的向上 
– 既存の IT 投資の最適化 
 
サーバーやストレージに対する既存の投資を有効に活用しな

がら、データの不要な複製を削減し、複製やインフラストラク

チャー管理にかかる関連コストを軽減します。管理の簡素化と、

一連の SQL アプリケーション・プログラミング・インター

フェース(API)により、ビジネスでリアルタイム・アナリティ

クスによる利点を活用できるようにします。 
 
IBM Data Virtualization について詳しくは、以下のサイトをご覧

ください: 
https://www.ibm.com/jp-ja/analytics/data-virtualization 
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